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国は 1989年の「1.57ショック」以降、少子化対策にとりくんでおり、現在も「次元

の異なる少子化対策」を掲げ、児童手当の所得制限撤廃など様々な少子化対策をすすめて

います。 

しかし、2023年の合計特殊出生率は統計をとり始めて以降、最も低く 1.20、大阪府

は全国平均より低い 1.19となっています。安心して子どもを生み育てるためには国、自

治体の子育て予算を大幅増額することが求められます。 

保育分野では長引く保育士不足の中、国は有資格者が少なくても保育を行うことができ

る施策を推し進めてきました。しかし、子どもの育ちと命を守り、保護者への丁寧な対応

だけではなく「一時預かり事業」や「地域子育て支援事業」など地域の子育て支援も行っ

ています。保育現場には知識と経験、そして高い専門性が求められており、そのためには

有資格者の増員が急務の課題です。 

学童保育は、働く保護者等をもつ小学 1～6年生の子どもたちが放課後や夏休みなどに

生活する場として入所要望が高まっています。府内の入所児童は今年度 7万 6千人を超

える一方、待機児童、大規模化、高学年が入れない状況があります。トイレの不足やプラ

イバシー問題、静養する場所がないなど施設環境の課題も山積しています。また指導員不

足は深刻で、毎日同じ指導員が安定的に専門性をもって子どもの支援にあたる体制整備は

急務となっています。子どもたちが安心・安全ですこやかに育ちあう学童保育の充実は、

府内各地の要望です。 

子どもの権利が守られ、少子化を克服するために予算を大幅に増額し、大阪府内の 

保育・学童保育・子育て支援施策を拡充するよう要望いたします。 

 

 

保育・学童保育・子育て支援の充実を求める 

秋の大運動 大阪実行委員会 

連絡先：大阪保育運動連絡会 

取扱団体：連絡先 

 

 

 

 

 

 

 



請 願 項 目 

子どもの最善の利益を保障するために大阪府の保育・学童保育・子育て予算を 

大幅に増額し、以下の内容を実現してください。 

〈保育・子育て〉 

① 子どもへの丁寧なかかわりと保育士の負担軽減を実現するため、保育士、調理員、看護師

など国の保育士配置基準をこえて加配ができる運営費補助を行ってください。 

② 給食費も含め、すべての子どもの保育料を無償にしてください。 

③ 保育を必要とする児童の実態を把握し、希望する保育施設を利用できるよう必要な補助を

行って下さい。 

④ 保育施設を利用していない保護者の子育て支援を推進していくため「一時預かり事業」や

「地域子育て支援事業」の独自補助を行い拡充してください。 

⑤ 物価高騰に伴う光熱費や食材費の影響を軽減するため、運営費補助をしてください。 

⑥ 保育士の雇用を継続し、安定した運営で年度途中の保育需要に対応するため、定員割れし

た場合の運営費減収分を補う運営費補助を行って下さい。 

〈学童保育〉 

⑦ 学童保育を必要とする 1～6年生までのすべての子どもが、希望する施設に入所でき、 

適正規模（40名以下）の施設整備を進めるために必要な補助を行って下さい。 

⑧ 学童保育のトイレが安心でプライバシーが守られ衛生的であるよう、新設・増設、 

洋式化、個室化、老朽化対応など必要な整備を促進する補助を創設してください。 

⑨ 学童保育の保育料の減免制度を市町村が充実できるよう、補助してください。 

〈共通〉 

⑩ 保育所等・学童保育で働く職員の確保・定着のために、処遇を改善し専門職にふさわしい

賃金水準が保障されるように補助してください。 

⑪ 保育・学童保育施設が緊急時・災害時において地域の子育て世帯を支えるセーフティネッ

トの役割が果たせるよう必要な対策と施設の増改築費用を補助してください。 
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